
区 分 その他

居 住 地 栃木県

所属・役職
・特定非営利活動法人まちづくり支援センター 代表理事

・株式会社T.O.パートナーズ 代表取締役

相談方法 メール及び電話

相談可能日時 ご都合に応じて随時お受けいたします。不在の場合、留守電に入れていただければ返答いたします。

電話番号 0284-64-9248

相談方法・連絡先

・佐野市内の公共交通体系の見直しに際し、交通空白地域において、自ら提案・実現したワークショップの全てに参加し、最前
線に立って地域住民と行政との橋渡し役を務め、住民主導による実証運行につなげた。

・バス路線再編を検討する市役所職員に対し、デマンド交通や新規路線のスリム化等の指導を実施し、基幹線と支線のネット
ワーク化やフリー乗車、デマンド運行などを導入し本格運行に導いた。

取組の概要

少子高齢化社会での地域公共交通は、地域住民の足として地域が協働で走らせる交通手段であることの理解が必要です。
そのため、市民、行政ともに従来の公共交通の意識を変えて、まちづくりの持続的な装置とする工夫が求められます。限られ
た財政負担と少ない需要との折り合いを踏まえて面的なサービスに結びつけるためには、市民の自活と共助の気持ちを創り
上げ（コミュニティの再考）、みんなで知恵を絞りながら行動することが安全・安心のまちづくりにも必要と考えています。

本人の言葉

為国 孝敏

ためくに たかとし

メールアドレス tame@pnc.gr.jp



昭和58年４月 社団法人土木学会

平成８年４月 足利工業大学工学部 講師（土木工学科）

平成19年４月 特定非営利活動法人まちづくり支援センター 代表理事（現職）

佐野市では、合併（H17.2）を契機に市内の公共交通体系を見直し。

旧町営バスの路線再編では、

・路線を分割して基幹線(1路線)と支線(5路線)でのネットワーク化を図り、

・基幹線は、鉄道駅、バスターミナルとのアクセスを考慮し、

・支線の一部では、地域の実情等に応じ、フリー乗降、デマンド運行など
を導入した実験運行を開始(H20.10～H23.3)。H23.4～本格運行。

公共交通空白地域（赤見地区）では、

・ワークショップを開催し、

・地域住民の意見を取り入れた路線で、

・利用状況等による撤退も視野に入れた運行の見直しを条件に実験運行
(1路線)を開始 (H20.10～H23.3)。H23.4～本格運行。

市営バスの維持確保、利用促進のため、

・佐野市バス・エコ・サポーターズクラブを募集。

地域住民が自らの足を守るという気運を醸成するため、

・市営バスの愛称、キャラクターを公募。

取組の内容、先進性・独創性

略歴等

生活の足として、市民バスを利用する人が徐々に増えている。

（７路線平均利用者数は、対前年(H21)度比37人／日の増）

佐野市バス・エコ・サポーターズクラブの趣旨に賛同する企業が徐々
に増えている。（H21.9[10社] → H21.12[13社] → H23.1[17社]）

市営バスを利用した新しいサービスとして、シルバー人材センターが、
高齢者等の買い物サポートサービスを実験中。(H22.4～H23.3予定)

地域のイベントとのタイアップによる市営バス無料乗車日には、市営
バスの利用者が普段の約２倍(H21,H22実施）となり、利用増のきっか
け作り。

地域の活性化等への貢献度

平成９年４月 助教授 平成13年４月 教授

市内の公共交通体系の見直し、旧町営バスの路線再編を行う佐野
市の地域公共交通会議及び地域公共交通協議会の委員として、専
門的（工学博士）見地から指導、助言を行う。

・公共交通空白地域での実験運行にあたっては、自ら提唱し実現し
たワークショップの全てに自ら参加し、地域住民には、利用者が伸び
ないと撤退もあることを、行政には、地域住民の意見を取り入れた路
線を認めさせるなど、最前線に立って地域住民と行政との橋渡し役を
務める。

・旧町営バスの路線再編では、検討を進める佐野市担当者に対する
指導等により、基幹線と支線でのネットワーク化を実現。

・また、本格運行に向けて、実験運行の結果をもとに、デマンド運行
の拡大、新規路線のスリム化についても指導等を行う。

知識・経験・熱意、地域の取組みでの存在感

栃木県、群馬県の行政機関やまちづくり団体では、指導的立場での
経験が豊富。

両毛地区各地域でのまちづくり支援、自治体職員に対する研修、シン
ポジウムのコーディネーター・基調講演などを行う。

合併によるバス路線の再編、公共交通空白地域での住民主導による
路線運行の取組は、工学博士としての知見と併せて、同様の問題を
抱える他地域への参考となりうる。

先達としての活動

平成２８年４月 株式会社T.O.パートナーズ 代表取締役



栃木県佐野市の地域概況

佐野駅
佐野市

旧田沼町

旧葛生町

旧佐野市

・合併により、旧田沼町、旧葛生町の町営バスを継承。（平成17年２月）

→旧町営バスは、そのほとんどが、駅を起点とする長距離・長時間の定時定路線で、運行本数の確保が難しい状況。

→旧佐野市では、市民からの要望もあり、路線開設に向けて検討したが、実現せず。

・合併を契機に旧町営バスの再編及び公共交通空白地域の解消のため検討を開始。（平成18年度～）

・「佐野市地域公共交通総合連携計画」を策定。（平成20年３月）

栃木県佐野市

（平成17年２月28日、旧佐野市
、

安蘇郡田沼町、同郡葛生町

の新設合併により発足）

面積 356．07㎢

人口 124，053人

15歳未満 16，206人

65歳以上 28，461人

世帯数 46，594世帯

高齢化率 22．94％

（平成22年４月１日現在）



市営バスの路線再編

路線図【再編後】
路線図【再編前】
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・旧町営バスの再編及び公共交通空白地域（赤見地区）の解消のため、

→平成20年10月から実験運行を開始。（～平成23年３月）

→平成23年４月から本格運行を開始。

運休日なし（全日運行）



市営バスの実験運行の状況

基幹線は、高速バスターミナルを基点とし、支線との接続を考慮。

秋山、野上、飛駒、足利の各支線はフリー乗降、一部デマンド運行など、

運行方法を工夫。

仙波・会沢線は、乗合タクシー型の時刻固定、エリア指定による運行。

公共交通空白地域では、地域住民の意向を基にしたコミュニティバス

を新規に運行（名水赤見線）。

概要

旧町営バスが対距離運賃であったのに対し、再編後は大人300円均一

（小学生、障害者（障害者手帳の提示）は半額）。

指定された乗り継ぎポイントで別路線に乗車の場合、乗り継ぎ運賃は

100円。

１日乗車券（全線・全区間乗り降り自由で600円、小学生は半額）あり。

定期券（一般定期、学生・障害者割引定期等）あり。

運休日なし（全日運行）。

平均乗車密度が１人／㎞以下になった場合は、段階的に運行の見直しを

実施（見直しにあたっては、満足度や商店近隣バス停の利用者数の変化

等を考慮）。※ワークショップを開催した、赤見地区のみに適用

佐野市バス・エコ・サポーターズクラブを創設。

市営バス愛称及びキャラクターを公募（愛称：さーのって号、

キャラクター：のっ太くん）。

特徴

利用・収支実績

Ｈ21／7／27～12／31
（158日）

Ｈ22／7／27～12／31
（158日）

対21年比

利用者数 (人)
　　基幹線 16,144 20,485 4,341
　　 支線 22,163 23,655 1,492 １日あたり
　　　計 38,307 44,140 5,833 約37人の増
１便あたり利用者数（人）
　　基幹線 5.1 6.5 1.4
　　 支線 2.5 2.6 0.1
 　  平均 3.1 3.6 0.5
収支率　　（％） 15.9 18.3 2.4



公共交通空白地域（赤見地区）における取組み

佐野市ＨＰより

・ワークショップを開催し、

→実験運行に地域住民の意見を反映
→撤退も視野に入れた運行の見直しをルール化



市民バスの維持・確保、利用促進等の取組み（１）

・市民バスの維持・確保、利用促進のため

→佐野市バス・エコ・サポーターズクラブを創設。

→市民バスの愛称、キャラクターを公募。

佐野市ＨＰより

法人会員 17社

個人会員 55名

（H23.1.18現在）



市民バスの維持・確保、利用促進等の取組み（２）

(社)佐野市シルバー人材センター

買い物サポートチラシより

平成21年度第２回

佐野市地域公共交通会議資料より

⑤「無料乗車日」の実施（市内イベントとのタイアップ企画）

普段の生活の中でバスを利用しない方にも気軽にバスが利用できるよう、市内で開催

されるまつり・イベント開催日をバスの「無料乗車日」とし、実際にバスを利用してもらい、

バス利用に対する意識を持ってもらう、タイアップ企画を実施した。

＜無料乗車日タイアップイベント＞

・たぬまふるさと祭り ８月２日（日）

・さの秀郷まつり ８月８日（土）、９日（日）

・くずう原人まつり ８月22日（土）、23日（日）

無料乗車日の利用者数は、普段の土曜日、日曜日・祝日に比べ、土曜日では216％、

日曜祝日では192％の乗車率となっており、普段利用しない方も、バス利用をしたものと

考えられる。

路線合計
利用者数

基幹線 秋山線
仙波

会沢線
野上線 飛駒線 足利線

名水
赤見線

8月2日（日） 277 171 36 10 8 24 9 19
8月8日（土） 395 173 65 9 25 30 22 71
8月9日（日） 320 171 26 3 10 28 21 61
8月22日（土） 409 180 64 8 34 29 35 59
8月23日（日） 312 163 37 6 15 22 16 53

合計 1,713 858 228 36 92 133 103 263

平均 342.6 171.6 45.6 7.2 18.4 26.6 20.6 52.6

路線合計
利用者数

基幹線 秋山線
仙波

会沢線
野上線 飛駒線 足利線

名水
赤見線

土曜日 216% 233% 308% 108% 167% 141% 127% 315%

日・祝日 192% 224% 191% 205% 95% 157% 101% 227%

表　無料乗車日利用状況

表　無料乗車日利用状況　（対普通乗車日割合）


